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❽
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春
の
イ
ベ
ン
ト
開
催

３
月
３０
日
㈯
午
前
１１
時
〜
午
後
３

時
、
市
立
伊
丹
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
日

本
庭
園
（
雨
天
時
、
旧
石
橋
家
住
宅

ア

イ

ム

の
カ
ウ
ン
タ
ー
）
で
、「
Ｉ
／
Ｍ
春

の
日
本
酒
ま
つ
り
〜
日
本
を
代
表
す

る
作
庭
家
が
造
っ
た
日
本
庭
園
で
、

『
清
酒
発
祥
の
地
、
伊
丹
』
の
日
本

酒
を
た
し
な
む
会
」を
開
催
し
ま
す
。

日
本
庭
園
を
眺
め
な
が
ら
、
日
本

酒
を
飲
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
日
本

酒
４
銘
柄
を
用
意
。
椅
子
席
１２
席
。

１
杯
４００
円
か
９００
円
（
１
人
１
合
ま

で
。
売
り
切
れ
次
第
終
了
）。
当
日

直
接
、
会
場
へ
。

◆
Ｉ
／
Ｍ
で
お
茶
の
世
界
を
満
喫
！

伊
丹
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
日
本
庭
園
で

桜
花
茶
会
＆
煎
茶
道
の
世
界
を
の
ぞ

い
て
み
よ
う

市
立
伊
丹
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
は
次
の
通
り
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

し
ま
す
。

【
桜
花
茶
会
】
▽
日
時


４
月
６

日
㈯
午
前
１１
時
〜
午
後
３
時
半
▽
会

場


市
立
伊
丹
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
日

本
庭
園（
雨
天
時
、
旧
石
橋
家
住
宅
）

て
ま
え

▽
内
容


点
前
を
見
な
が
ら
、
抹
茶

と
生
菓
子
を
楽
し
め
る
茶
会
▽
参
加

料


８００
円
。
椅
子
席
１２
席
。
当
日
直

接
、
会
場
へ
。

【
煎
茶
道
】
▽
日
時


７
日
㈰
午

後
１
〜
４
時
▽
会
場


旧
石
橋
家
住

宅
▽
内
容


玉
露
入
り
煎
茶
が
楽
し

め
る
「
煎
茶
道
」
の
見
学
▽
参
加
料



５００
円
。
定
員
は
一
度
に
５
人
。
当

日
直
接
、
会
場
へ
。

◎
か
き
も
り
文
化
カ
レ
ッ
ジ
開
講

市
立
伊
丹
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
、
俳
諧

や
俳
句
に
関
わ
る
実
作
や
座
学
の
講

座
を
次
の
通
り
開
講
し
ま
す
。

【
①
か
き
も
り
俳
句
コ
ー
ス
】
▽

日
時


４
月
２３
日
〜
来
年
３
月
２５
日

の
第
４
火
曜
午
後
２
時
▽
定
員


各

３０
人
。

【
②
俳
文
に
親
し
む
―
芭
蕉
の
門

人
た
ち
を
中
心
に
】
▽
日
時


４
月

２７
日
〜
来
年
３
月
２２
日
の
第
４
土
曜

午
前
１０
時
半
▽
定
員


各
３０
人
。

ひ
と
り

【
③
鬼
貫
の
『
独
ご
と
』
を
よ
む
】

▽
日
時


４
月
５
日
〜
来
年
３
月
７

日
の
第
１
金
曜
午
後
１
時
半
（
５
月

・
来
年
１
月
は
第
２
金
曜
）
▽
定
員



各
２０
人
。

受
講
料
は
、
１
回
▽
一
般


①
②

２
千
円
③
千
円
▽
大
学
・
高
校
生



①
②
千
円
③
５００
円
（
新
規
の
人
は
資

料
代
別
）。

�
③
３
月
２２
日
①
②
４
月
４
日
午

前
１０
時
か
ら
電
話
で
市
立
伊
丹
ミ
ュ

ー
ジ
ア
ム
へ
。
先
着
順
。

◎
毎
月
１９
日
は
一
句
の
日
「
伊
丹
一

句
（
１９
）
の
日
」
を
開
催

応
募
期

間
は
、
３
月
１９
〜
２１
日
。

市
立
伊
丹
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
投
句
で
き
ま
す
。

無
料
（
特
選
・
入
選
者
に
は
賞
品

あ
り
）。

＊

＊

問
市
立
伊
丹
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
℡
７７２

・
５
９
５
９
。
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酒
を
醸
す
、酒
を
た
し
な
む

江
戸
時
代
、
伊
丹
の
町
は
酒
造
で

栄
え
、
大
い
に
に
ぎ
わ
っ
て
お
り
、

伊
丹
で
造
ら
れ
た
酒
の
８
〜
９
割
が

遠
く
離
れ
た
江
戸
の
地
で
販
売
さ
れ

て
い
た
こ
と
を
皆
さ
ん
は
知
っ
て
い

ま
す
か
。

慶
長
８
（
１
６
０
３
）
年
に
徳
川

幕
府
が
成
立
し
て
以
降
、
江
戸
は
急

速
に
発
展
し
て
い
き
、
や
が
て
膨
大

な
人
口
を
抱
え
る
近
世
最
大
の
消
費

市
場
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
元
和
年
間
（
１
６
１
５
〜

２３
年
）
に
は
紀
州
富
田
浦
の
廻
船
が

大
坂
か
ら
江
戸
へ
の
海
運
輸
送
を
始

め
て
お
り
、
大
坂
が
全
国
商
品
の
集

散
市
場
と
し
て
展
開
。
伊
丹
を
含
む

上
方
の
酒
造
業
は
こ
の
よ
う
な
状
況

下
で
円
熟
し
、
増
え
続
け
る
江
戸
の

人
口
に
対
応
す
る
形
で
、
江
戸
積
酒

造
業
が
形
成
さ
れ
て
い
く
こ
と
と
な

っ
た
の
で
す
。

江
戸
で
伊
丹
酒
が
愛
さ
れ
て
い
た

こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
「
高
崎
屋
絵

図
」（
文
京
ふ
る
さ
と
歴
史
館
蔵
）に

は
、
今
も
続
く「
白
雪
」や「
老
松
」、

そ
し
て
「
剣
菱
」
に
「
菊
」、「
松
緑
」

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
伊
丹
酒
が
描
か
れ

て
い
ま
す
。

高
崎
屋
は
江
戸
駒
込
追
分
（
本
郷

追
分
、現
在
の
東
京
大
学
農
学
部
前
）

の
下
り
酒
仲
買
兼
小
売
業
者
で
す
。

遅
く
と
も
安
永
７
（
１
７
７
８
）
年

に
は
営
業
を
開
始
し
、
化
政
期
（
１

８
０
４
〜
３０
年
）
に
「
追
分
か
ら
北

は
高
崎
屋
以
外
の
酒
は
売
ら
せ
な

い
」
と
い
う
ほ
ど
の
規
模
に
な
り
ま

し
た
。

ま
た
、
下
り
酒
だ
け
で
は
な
く
地

回
り
酒
や
し
ょ
う
ゆ
な
ど
も
取
り
扱

い
、
い
く
つ
か
の
支
店
を
持
つ
大
店

で
し
た
。

「
高
崎
屋
絵
図
」
に
描
か
れ
た
伊

丹
酒
の
う
ち
「
松
緑
」
は
、
市
立
伊

丹
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
一
角
に
悠
然
と

建
つ
「
旧
岡
田
家
住
宅
・
酒
蔵
」
で

醸
造
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
か
つ
て
多

く
の
酒
蔵
が
建
ち
並
び
、
た
く
さ
ん

の
人
々
が
行
き
交
っ
た
伊
丹
の
町
。

「
旧
岡
田
家
住
宅
・
酒
蔵
」
は
、

そ
ん
な
伊
丹
の
町
の
中
心
部
に
延
宝

２
（
１
６
７
４
）
年
４
月
に
建
立
さ

れ
て
か
ら
、
今
年
で
３５０
年
の
節
目
を

迎
え
ま
す
。

建
築
年
代
の
明
ら
か
な
酒
蔵
と

し
て
国
内
最
古
で
あ
り
、
江
戸
時

代
の
伊
丹
酒
を
今
に
伝
え
る
重
要

な
遺
構
で
す
。

建
立
３５０
年
を
記
念
し
て
、「
旧

岡
田
家
住
宅
・
酒
蔵
」
や
伊
丹
酒

の
歴
史
を
紹
介
す
る
「
旧
岡
田
家

住
宅
・
酒
蔵
築
３５０
年
記
念
〜
酒
を

醸
す
、
酒
を
た
し
な
む
」
展
を
市

立
伊
丹
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
に
て
４
月

１２
日
〜
６
月
２
日
開
催
し
ま
す

（
観
覧
無
料
）。「
高
崎
屋
絵
図
」

も
本
市
で
初
公
開
し
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

問
市
立
伊
丹
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
℡

７７２
・
５
９
５
９
。

市立伊丹ミュージアムの日本庭園

「高崎屋絵図」文京ふるさと歴史館蔵
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市
教
委
は
、
社
会
教
育
に
関
す
る

計
画
の
立
案
や
調
査
研
究
、
市
教
委

へ
の
助
言
な
ど
を
行
う
社
会
教
育
委

員
の
２
人
を
次
の
通
り
募
集
し
ま

す
。【

対
象
】
２０
歳
以
上
で
次
の
全
て

に
該
当
す
る
人
▽
市
内
在
住
・
在
勤

・
在
学
▽
社
会
教
育
に
つ
い
て
幅
広

い
見
識
と
関
心
を
持
つ
▽
平
日
の
会

議
（
年
間
４
回
程
度
）
に
出
席
で
き

る
▽
他
の
審
議
会
な
ど
の
委
員
や
市

職
員
、
市
議
会
議
員
で
な
い
。

【
任
用
期
間
】
６
月
２２
日
か
ら
２

年
間
。

【
報
酬
】
１
回
の
会
議
に
つ
き
１

万
７００
円
。

�
「
社
会
教
育
・
生
涯
学
習
活
動

に
お
け
る
『
つ
な
が
り
』
に
つ
い
て
」

と
題
し
た
作
文
（
８００
字
程
度
）
に
住

所
、
氏
名
、
性
別
、
生
年
月
日
、
勤

務
先（
在
勤
の
場
合
）、
応
募
動
機
、

社
会
教
育
活
動
経
験
、
自
己
ア
ピ
ー

ル
を
書
い
て
、
４
月
１５
日
ま
で
に
直

接
か
郵
送
（
必
着
）
で
〒
６６４
・
８
５

０
３
伊
丹
市
教
育
委
員
会
事
務
局
社

会
教
育
課（
℡
７６４
・
７
８
１
４
）へ
。

書
類
選
考
後
、
面
接
あ
り
。

◆
第
３
回
市
子
ど
も
・
子
育
て
審
議

会
を
開
催

３
月
２５
日
㈪
午
後
１
時

半
、
市
役
所
１
階
の
１０１
会
議
室
で
。

議
題
は
「
第
３
期
伊
丹
市
子
ど
も

・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
ニ
ー
ズ
調

査
結
果
報
告
」
な
ど
。

定
員
１０
人
。
傍
聴
希
望
者
は
当
日

午
後
１
時
２０
分
ま
で
に
直
接
、
会
場

へ
。
希
望
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
。

問
市
教
委
こ
ど
も
若
者
企
画
課
℡

７８４
・
８
１
６
７
。

◆
本
人
通
知
制
度
に
登
録
を

住
民

票
の
写
し
な
ど
の
不
正
取
得
の
抑
止

を
図
る
た
め
、
住
民
票
の
写
し
や
戸

籍
謄
本
な
ど
を
第
三
者
に
交
付
し
た

場
合
、
事
前
登
録
を
し
た
人
に
郵
送

で
交
付
し
た
こ
と
を
知
ら
せ
る
本
人

通
知
制
度
が
あ
り
ま
す
。

対
象
な
ど
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（
下
二
次
元
コ
ー

ド
か
ら
読
み
取
り

可
）
で
確
認
を
。

問
▽
制
度
に
関
す
る
こ
と


市
同

和
・
人
権
・
平
和
課
℡
７８４
・
８
０
７

７
▽
登
録
手
続
き
に
関
す
る
こ
と



市
市
民
課
℡
７８４
・
８
０
３
８
。

◆
固
定
資
産
税
の
縦
覧
が
で
き
ま
す

４
月
１
〜
３０
日
、
市
役
所
２
階
の

資
産
税
課
で
「
土
地
・
家
屋
価
格
等

縦
覧
帳
簿
」
の
縦
覧
が
で
き
ま
す
。

対
象
は
、
固
定
資
産
税
の
納
税
者

か
そ
の
代
理
人
。
運
転
免
許
証
や
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
な
ど
の
本
人
確

認
資
料
１
点
（
健
康
保
険
証
、
年
金

手
帳
、
介
護
保
険
証
な
ど
顔
写
真
付

き
で
な
い
書
類
は
２
点
）
を
持
っ
て

直
接
、
同
課
へ
。
代
理
人
は
委
任
状

が
必
要
。

問
市
資
産
税
課
（
家
屋
・
償
却
）

℡
７８４
・
８
０
２
３
、
同
（
土
地
）
℡

７８４
・
８
０
２
４
。

◆
私
立
保
育
所
な
ど
給
食
費
を
補
助

市
教
委
は
、
私
立
保
育
所
な
ど
に

在
籍
し
て
い
る
児
童
の
給
食
費
に
つ

い
て
、
食
材
価
格
高
騰
分
を
次
の
通

り
補
助
し
ま
す
。

【
対
象
】
市
内
在
住
で
負
担
す
る

給
食
費
が
値
上
が
り
し
た
市
内
外
の

認
可
施
設
か
認
可
外
保
育
施
設
に
在

籍
し
て
い
る
児
童
の
保
護
者
。

【
補
助
対
象
】
令
和
５
年
度
の
給

食
費
の
値
上
が
り
相
当
分
（
支
払
い

は
５
月
中
旬
ご
ろ
）。

詳
し
く
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（
下
二
次
元
コ
ー

ド
か
ら
読
み
取
り

可
）
で
確
認
を
。

�
市
役
所
２
階
の
教
育
保
育
課
に

あ
る
必
要
書
類
（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
に
必
要
事

項
を
書
き
、
必
要
書
類
を
添
え
て
、

４
月
３０
日
ま
で
に
直
接
か
郵
送
（
消

印
有
効
）
で
〒
６６４
・
８
５
０
３
伊
丹

市
役
所
教
育
委
員
会
事
務
局
教
育
保

育
課
（
℡
７８４
・
８
０
３
５
）
へ
。
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募集

「かきもり俳句コース」講座��������������������

マナーを守って
愛されるペットと飼い主に
公園や道路、人家前の犬や猫のふん尿は多
くの人の迷惑になります。ふんは必ず持ち帰
り、尿は水で流しましょう。
猫は屋内で飼育し名札を付け、繁殖を望ま
ない場合は不妊・去勢手術を受けさせましょ
う。
ペットには適切なしつけを行い、鳴き声や
毛の飛散、臭いなどに配慮し、近所に迷惑を
かけないようにしましょう。

市生活環境課
℡７８１-５３７１

この広報紙は９万１９００部作成し、印刷経費は１部あたり７円です（内訳：市負担分５円・広告収入分２円）


